

























医師の負担軽減に繋がる地域連携室導入～3つの役割と7つのメリット～	

地域連携室(相談員付加)を導入する役割とメリットの紹介	











このような方におすすめ





	

多忙過ぎて医療に専念できない

	

書類整理に追われて手が回らない

	

営業に行く時間がない

	

患者・家族への説明に時間を割き切れない

	

誰に何を任せたら良いか分からない



	

目次





	

在宅医療チームの理念・ビジョン・ミッション

	

医療以外の業務に追われていませんか？

	

地域連携室の３つの役割

	

地域連携室導入の7つのメリット

	

まとめ








本レポートを読む「メリット」






地域連携室(相談員付加)導入による医師の負担軽減が行える。

相談員付加による通院離脱の防止と外来診療から⇒在宅医療へのシームレスな移行ができ、かかりつけ医として、外来患者を最期まで診る事ができる。

内部・外部における在宅医療の窓口機能が付加できる。











  







【全科目版】無料ダウンロードフォーム

フォームの状態を確認しています...




    
    
    
    
    
    
    
    















  
    
  





  
	レポート名
  
	
      
      



  





	医院名必須
  
	
      
      








	氏名必須
  
	
      
      








	住所必須
  
	
      
      








	電話番号必須
  
	入力例:0312345678

      
      








	メールアドレス必須
  
	入力例:foo@example.com

      
      








	メールマガジンについて必須
  
	本レポートに関連する業種やテーマで、最新のレポートや経営に役立つ情報をメールマガジンで送付させていただきます。 本レポートに関連するメールマガジンの購読への同意が条件となります。

      	同意する


      








	【ダウンロード特典】 無料経営相談必須
  
	
      	船井総研大阪本社にて、無料経営相談を利用する
	船井総研東京本社にて、無料経営相談を利用する
	遠隔でのテレビ会議にて、無料経営相談を利用する ※カメラ付きのパソコン、タブレットまたはスマートフォンをお持ちであれば特別な機材は必要ありません
	貴院に訪問して無料経営相談を希望する（交通費をご負担いただきます。）
	利用しない


      








	個人情報保護方針必須
  
	
      	同意する


      








  
    
  







	













 



このフォームからのデータ送信は、SSLにより保護されています。










    

    



























